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記載内に誤りを訂正しました。 訂正内容は下記赤枠をご確認ください。

想定されるリスクと対応

主要リスク項目 想定されるリスク 対応

市場環境リスク

・  原材料価格の変動

・  販売価格の低下

・  部品等の長納期化

・ 生産性向上、トータルコストダウンの推進

・  複数社購買の推進、代替部品の検討

品質リスク ・  製品の欠陥

・  国際的な品質マネジメントシステムに従い各種製品を製造

・  製品の欠陥が発 生した場合は、迅速な対応と抜本的な対策により

損害額の極小化と信用失墜の防止

環境リスク ・  南海トラフ巨大地震をはじめとする自然災害

・  建物やその他の設備などハード面の地震対策

・  BCPガイドライン、地震対策マニュアルの作成や避難訓練・安否確

認訓練の実施などソフト面での対応

海外での事業展開 

によるリスク

・  予期しない法令・税制・規制の変更、政治変

動、戦争・テロなど

・  専門家の利用による情報収集

・  海外安全管理規程、海外安全対策マニュアルの作成

・  赴任前危機管理研修の実施

法令違反リスク
・  契約・取引リスク

・  コンプライアンスリスク

・  コンプライアンスに関する教育・研修（毎月の部門内教育、新任管

理職研修等）

・  内部通報窓口の設置（社内/社外）

想定されるリスクと対応

主要リスク項目 想定されるリスク 対応

市場環境リスク

●  原材料価格の変動

●  販売価格の低下

●  部品等の長納期化

●  生産性向上、トータルコストダウンの推進

●  複数社購買の推進、代替部品の検討

品質リスク ●  製品の欠陥

●   国際的な品質マネジメントシステムに従い各種製品を製造

●   製品の欠陥が発生した場合は、迅速な対応と抜本的な対策により損

害額の極小化と信用失墜の防止

災害リスク ●  南海トラフ巨大地震をはじめとする自然災害

●  建物やその他の設備などハード面の地震対策

●   BCPガイドライン、地震対策マニュアルの作成や避難訓練・安否確

認訓練の実施などソフト面での対応

海外での事業展開 

によるリスク

●  予期しない法令・税制・規制の変更、政治変

動、戦争・テロなど

●   専門家の利用による情報収集

●  海外安全管理規程、海外安全対策マニュアルの作成

●  赴任前危機管理研修の実施

法令違反リスク
●  契約・取引リスク
●  コンプライアンスリスク

●  コンプライアンスに関する教育・研修（毎月の部門内教育、新任管

理職研修等）

●  内部通報窓口の設置（社内/社外）

情報通信リスク
●  システム障害
●  サイバー攻撃

●   システム基盤の更新・増強と常時監視

●  情報セキュリティに関する監視体制の強化、社内規程の整備および

教育の実施


